
山形市無電柱化推進計画 【概要版】   令和 3 年６月 

 

１ 計画の概要                                                          

  平成２８年に、災害の防止、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図るため、無電柱化

の推進に関する法律（以下、無電柱化法）が定められた。 

本計画は、無電柱化法第８条第２項に基づき、山形市が実施する無電柱化の基本的な方針、目標、施

策等を定め、無電柱化を推進するものである。 

 

２ 無電柱化の推進に関する基本的な方針                                        

 1）無電柱化の現状 

  山形市では、土地区画整理事業により市街地が拡大されてきたが、そのほとんどが無電柱化されて

おらず、電柱により歩行者の通行が妨げられる状態などから、無

電柱化による道路空間の整備が望まれている。また、観光地にお

いて、良好な景観を形成する観点から、無電柱化を求める声が高

まっている現状もある。 

 

 ２）今後の無電柱化の取り組み姿勢 

  災害の防止、安全かつ円滑な交通の確保、良好な景観の形成等の観点から、無電柱化が必要な道路

について、市民と関係者の理解、協力を得て、魅力あふれる美しいまちなみを形成し、安全・安心な

くらしを確保するため、無電柱化を推進する。 

 ３）計画の位置づけ 

  無電柱化法に規定する無電柱化推進計画であり、国土交通省（平成３０年策定）及び山形県（令和

２年策定）の無電柱化推進計画を基本として策定するもの。 

  また、本市の上位計画である山形市総合計画、

山形市都市計画マスタープランのほか、関連す

る計画と整合を図るもの。 

 

 ４）無電柱化を推進する道路 

  以下に該当する道路を優先的に無電柱化する。 

   ①防災機能の向上 

    ・DID 地区内の緊急輸送道路を中心に無電柱化を推進 

  ②安全・円滑な交通確保 

    ・バリアフリー化に合わせた無電柱化の推進 

    ・事故や危険の多い通学路等の無電柱化の推進 

    ・道路消融雪設備整備に合わせた無電柱化の推進 

  ③景観形成・観光振興・中心市街地活性化 

    ・景観形成のため、整備又は保全を要する地区内道路の無電柱化の推進 

    ・中心市街地の活性化や観光振興に資する箇所の無電柱化の推進 

   ④住環境の整備 

    ・良好な景観や住環境の形成が必要な区域の無電柱化の推進 

 

 

   ⑤道路事業に合わせた無電柱化 

    ・道路事業や市街地開発事業等の際、電線管理者による無電柱化を要請 

    ・大規模開発事業等の際、開発者の理解、協力を得て、無電柱化を要請 

 

３ 計画の期間                                                          

  令和３年度から令和７年度までの５年間 

 

４ 計画の対象路線                                                      

  下表「計画対象路線一覧」のとおり 

 

５ 無電柱化の推進に関する目標                                              

・計画対象路線の延長９．３km の事業に着手し無電柱化を推進   

 

６ 無電柱化の推進に関し総合的かつ計画的に講ずべき施策                            

・電線共同溝方式、軒下配線・裏配線方式等による無電柱化を推進  

・占用制度の適切な運用により無電柱化を推進 

 

７ 施策を総合的、計画的かつ迅速に推進するために必要な事項                          

・市民の理解や関心を深めるための広報や啓発の実施 

・関係機関と連携し、情報の収集、共有を図る 

 

表 計画対象路線一覧                                                    
 


